
❶ 長年築いた製品ブランドを活かした
 製品展開力
❷ 粘着の分野を原点とした技術による
 高付加価値製品開発力　
❸ コンシューマー・医療・産業分野での
 幅広い事業基盤における技術・機能の

応用展開力
❹ 信頼性の高いサプライチェーンネット

ワークと幅広い顧客基盤による調達・
 販売力、商流のつながり

マテリアリティ
経営上のサステナビリティ重要課題
気候変動・地球温暖化対策/環境・社会課題解決に貢献する製品開発/感染予
防対策への貢献/製品品質向上と安全確保/サプライチェーンマネジメント強化/
イノベーション創出/グローバル市場へのスピーディーな展開・拡大

中長期ビジョン『NICHIBAN GROUP ���� VISION』
確固たる企業品質の基、「ありたい姿」実現に向けて

����年度
快適な生活を支える価値を創出し続け、

グローバルに貢献する企業へ!

新製品比率��％・海外比率��％

����年
����年

中長期ビジョン

サステナブル
社会への貢献

イノベーション創出 グローバル拡大

確固たる
企業品質の確立

● 新事 業・大 型 新製 品 創出
に向けたイノベーション活
動推進

● コア技術深化と新技術の
創出

● SDGs・サステナブル 社 会
貢献に向けた新規市場開
発、事業推進

● 全社 生 産 性向上、全 員参
加の業務変革

● 主要地 域をカバーする海
外拠点（生産・販売・物流）
設 立、海 外 拡 大戦 略に向
けた体制確立

● グ ロ ーバ ル 製 品 戦 略 推
進、ブランド確立

● 現地人財積極採用

❶ コーポレートガバナンス・内部統制
❷ 世界標準規格による品質マネジメント
❸ 顧客基軸のマーケティング・開発推進組織
❹ 戦略的データ活用と業務生産性向上に貢献する

ITシステム
❺ 多種多様な能力を最大限に発揮する人財

❶ 目指す姿
◆ ニチバングループ理念実現と����ビジョン完遂
◆ イノベーション創出による社会課題への貢献と解決
◆ カーボンニュートラル、ネットゼロ実現
❷ ステークホルダーへの価値
◆ 健康と快適な生活への貢献（お客様）
◆ 持続的成長による企業価値向上（株主・投資家）
◆ パートナーとの企業価値向上（取引先）　　　　
◆ 多様な従業員の成長とワークライフバランス向上
（従業員）

◆ 地域社会活性化への貢献（地域社会)

❶ 既存製品の成長の鈍化
❷ 既存製品のライフサイクルの成熟化
❸ 気候変動対応への必要性の高まり
❹ その他

・ 地政学リスク／製品品質リスク／知財リスク

❶ 環境・社会課題に関連する市場への適用
 可能性の拡大
❷ コンシューマー市場の新規需要拡大
❸ 海外新規市場の存在
❹ 超高齢社会の進展と医療ケア関連意識の

高まり

＜財務実績＞
❶ 売上高 ���.�億円

❷ 営業利益 ��.�億円

❸ ROE  �.�%

❹ 新製品比率 �.�%

❺ 海外比率 ��.�%

＜非財務実績＞
❶ CO�排出量・削減率 -�.�%

❷ 健康経営優良法人 認定
❸ 植林活動による
 酸素固定量 推定���～���t-CO�/年
❹ 事業を通じたCSR活動の
 取り組み件数 ��件
❺ セロテープ®でSDGsに
 貢献賛同企業数 ���件

中長期ビジョンリスク・機会の見立てInput

私たちは絆を大切にニチバングループにかかわるすべての人々の幸せを実現します基本理念

Output

価値創造の源泉 リスク 事業活動から創出される成果

創出される価値

機会

ビジネスモデル・強み

価値創造を支える基盤

Outcome

（グリーン電力証書による償却を含む）

人的資本経営の推進
◆ 従業員数 �,���名  
◆ 社外役員比率 取締役 ��.�％、監査役 ��.�％  
◆ DI指標（単体）
 女性管理職比率 ��.�%
 キャリア採用管理職比率 �.�%
 男性育児休職取得率 ��.�％ 

�  人的資本

事業展開におけるつながり
◆ 拠点数（国内��拠点・海外�拠点） ◆ 海外輸出国 約��か国
◆ 顧客とのコミュニケーション基盤、地域社会

�  社会・関係資本

健全な財務体質
◆ 自己資本比率��.�%

�  財務資本

ものづくりの事業基盤・自社工場を
中心とした生産体制
◆ 製造拠点数（国内�工場・�グループ会社）
◆ 製造資本金額（固定資産残高）���.�億円 
◆ 設備投資額 ��.�億円

�  製造資本

粘着の分野を原点とした技術の蓄積
◆ 特許保有件数 ��件 ◆ 登録意匠 ��件 ◆ 研究開発体制

�  知的資本

環境への貢献
◆ 天然由来素材原材料の使用 ◆ 環境価値購入量
◆ グリーン電力証書購入量：����年度契約量��,���千kWh
◆ CO�削減量の見込み：年間CO�削減量�,���t- CO�(����年度

実績）

�  自然資本

����年度比
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ニチバングループの価値創造プロセス
　ニチバングループは「基本理念」の基、価値創造の源泉となる6つの資本を、強みである「粘着技術」に活かし、ステークホ
ルダーの皆様と新たな価値を共創しています。この価値創造プロセスにより、サステナブル社会への貢献、更にはグローバル
な環境変化に対応できるレジリエンスを高め、中長期的な企業価値の向上を目指していきます。

ニチバングループの価値創造プロセス




